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研究成果の概要（和文）：教科学習の有用性を実感し科学への関心を高め、科学や科学技術系職業への進路意識の醸成
を目的として、実践協力校を拡大しながら中学校理科カリキュラム組込型のキャリア教育プログラムおよびキャリア教
育教材を開発・実践し、効果を検証した。
1）実践校7校の中学生延べ1750人に対して、理科および科学・科学技術系職業に対する意識の変容調査を行い、プログ
ラムの効果を検証した。2）基礎的・汎用的能力評価のための新しい実践プログラムによる授業を実践した。3）「化学
変化とイオン」と「光・音の性質」に関するキャリア教育差し込み教材を新規に開発し実践した。4）関係諸氏協働の
もとに、書籍「キャリア教育を理科で」を刊行した。

研究成果の概要（英文）：Development and Practice of the career education program in science education for 
realizing the usefulness of science learning and for cultivating career awareness of the vocation based 
science and technology. And construction of the hab-system expanding career education.
1) Validate the effectiveness of the program through the survey about awareness of the science and the 
vocation to 1,750 students of seven junior high schools. 2) Practiced the class of basic and generic 
skills assessment by new program. 3) Practiced and developed new career teaching material about two 
units, “chemical change and ion” and “the nature of light and sounds”. 4) Published the book “career 
education in science” cooperating with our relations.

研究分野： 科学教育

キーワード： キャリア教育　学習の有用性　中学校理科　キャリア教育ハブシステム　キャリア教育ネットワーク　C
SR活動　基礎的汎用的能力　キャリア教育差込教材
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
1970 年代アメリカのキャリア教育推進の

動きは、当時の急激な社会変化や早期に学校
から離脱する若者の増加問題への対処とし
て、学校教育の見直しから始まり１）、この動
きは、同じような教育課題に直面していたヨ
ーロッパ各国でも拡がっていった。 
日本でキャリア教育という言葉が公文書

で初めて使用されたのは、平成 11 年(1999
年)の中央教育審議会の答申で、「学校と社会
及び学校間の円滑な接続を図るためのキャ
リア教育を小学校段階から発達段階に応じ
て実施する必要がある」と述べられている。
平成 16 年（2004 年）には、キャリア教育の
推進に関する総合的調査研究協力者会議報
告書「児童生徒一人一人の勤労観、職業観を
育てるために」の骨子がだされた２）。そして
平成 18 年 11 月には、文部科学省内協力者会
議作成による「小学校・中学校・高等学校キ
ャリア教育推進の手引」において、「キャリ
ア教育で身につけさせる力」が示された３）。
これらの動きは、やはり“早期離職問題”“雇
用形態の変化”そしてニート、フリーター等
“モラトリアム傾向の問題”など若者を取り
巻く社会環境の変化と同調していた。教育現
場でも、学校全体で年 1，2 回程度の講座や、
総合的な学習の時間で実践されてはきたが、
継続的な取り組みやその効果についての報
告はほとんどない。 
これらを背景に、平成 20 年度改訂の中学

校学習指導要領では、「…（前部省略）、現在
及び将来の生き方を主体的に考え行動する
態度や能力を育成することができるよう、学
校の教育活動全体を通じ、ガイダンスの機能
の充実を図ること」と明示され、キャリア教
育の実践が組み込まれたのである(総則第 4
「指導計画の作成等に当たっての配慮すべ
き事項」)。さらに、理科「第 3 指導計画の
作成と内容の取り扱い 2（3）」には、「…学習
することがさまざまな職業などと関係して
いることに触れること」と、より具体的に表
現されている４）。 
独立行政法人科学技術振興機構でも、平成

21～22 年に「社会とつなぐ理数教育プログ
ラムの開発」を事業名に、中学生が理数学習
と日常生活や社会、職業とのつながりを実感
することにより、科学技術や理科・数学に対
する興味・関心の喚起、理数学習の有用性の
認識、科学技術関係人材への進路意識の醸成
を目的に理数教育プログラムの開発に対す
る支援を始めた。本報告者らはこの資金を得
て、「静岡発、“教科と学びの創造”のための
感動・体験理数キャリア教育プロジェクト」
として、中学校教科学習へのキャリア教育導
入を検討し実践してきた５）。公立中学校 2 年
生 7 クラスと附属中学校 1 年生 4 クラス、2
年生 4 クラス、3 年生 3 クラスを対象とした
実践後の調査で、21 年度 84.4%、22 年度
87.9%の生徒が「理科や数学を勉強すること
は重要だと思う」と答え、21 年度 52.9%、22

年度 62.9%の生徒が「将来理科や数学を必要
とする職業に就きたい」と答えていた６,７)。
いずれの実践でも科学や科学系職業に対し
て高い支持を得ることができた。理科以外で
も技術科と家庭科でそれぞれ実践し、同様に
高い支持が得られた。 
以上が、研究開始当初の状況である。 

 
２．研究の目的 
上述のような背景に加え、この時期、「日

本の知識・理解に関する科学教育力は世界ト
ップレベルにあるが、中・高生の科学に携わ
る職業への就業意識が著しく低い」という国
際調査結果が示されたことに、教育界でも大
きな影響を受けた。この原因の 1 つに、学校
での学習と日常生活や社会との乖離が考え
られる。 
そこで、教科学習の有用性を実感し、科学

への関心を高め、科学や科学技術系職業への
進路意識の醸成を目的として、中学校理科カ
リキュラム組込型のキャリア教育プログラ
ムを開発・実践し、その成果報告や教育現場
が求める情報発信を通して、学校、教師、教
科へのキャリア教育の浸透と普及を図る。並
行して、今までの実践で築いたネットワーク
をさらに拡充し、期間終了後も継続して“キ
ャリア教育プラットフォーム”としての役割
を担えるハブシステムの構築を目指す。 
 
３．研究の方法 
キャリア教育実践を積んだ大規模公立中

学校に、中規模校を 1校、附属中学校 1校を
加えた 3 校を当初の実践校として、キャリア
教育を組み込む必要性が高い単元や学習効
果が期待できる単元を抽出し、学習内容に応
じた授業プログラムを開発し実践する。同時
に、21 年に開発した教材の導入効果を検証し
新規に教材を開発し実践を試みる。それぞれ
の実践結果から、理科学習や科学系職業に対
する生徒の意識の変容について検証する。検
証結果もとに、より効果的な中学校理科キャ
リア教育実践プログラムを提案する。さらに、
今までの実績を通して得たネットワークを
拡充し、キャリア教育ハブシステムの構築を
目指す。 
理科カリキュラムにキャリア教育を組み

込む方法は、以下の 2 つを基本とする。 
ａ．開発したキャリア教育教材“Doing 
Science Trigger”の導入（と新規教材の
開発導入）． 

ｂ．教師、企の CSR 部門や地域の教育リソー
スと連携し開発した実践プログラムの導
入． 
平成 24 年度後期に、上記ａを 1 年生対象

に単元「身の回りの物質」で導入実践する。
同時に生徒や実践校の特徴や社会情勢を考
慮し、キャリア教育導入効果が期待できる単
元を抽出し学習内容に応じた実践プログラ
ムを開発する。 
25 年度に 2、3 年生を対象に実践プログラ



ムを導入し、理科学習やキャリアに対する生
徒の意識への影響を調査する。 
26 年度は、この結果をもとにプログラムを

ブラッシュアップし同様に実践する。適時調
査結果をもとに、生徒が理科学習の有用性を
認識し、科学系職業選択意識が醸成されたか
について検証し、効果的なキャリア教育実践
プログラムの開発、普及を図る。 
以上を、当初の研究計画とした。 

 
４．研究成果 
(1) 平成 24 年度 
① 中学生の実態調査 
 実践協力校 3校の中学生約 500 名に対して、
理科および科学・科学技術系職業に対する意
識調査を行った。 
 “自分が理系か文系か”の質問に対して、
1年生で 45.5％、3年生で 32.1％の生徒が「今
まで意識したことがない」と答えていた（A
校）。2 年生の 67.2％が「理科を勉強するこ
とは将来の仕事の可能性を広げてくれるの
で、自分のためになる」と答えていたが、“将
来、科学や科学技術系の職業に就きたいと思
うか”の質問に対して肯定的に答えていたの
は 25.8%であった（B校）。附属中学校 3年生
のうち、理科を嫌いと答えた生徒は 9％に満
たず、半数以上の生徒が自分は理系だと意識
していた。中学校の諸状況の違いによる生徒
の意識の多様性が明らかになり、今後のキャ
リア教育プログラム開発および導入方法に
大きな示唆を得ることができた。 
② 授業実践 
 実践協力校 A 校で 1 年の単元「いろいろな
物質」において、キャリア教育教材“Doing 
Science Trigger(以下、DST と記す)”を導入
した。本教材は、21 年開発の教材を新学習指
導要領における単元配列の文脈に沿って改
善して用いた。同 B 校では近隣の企業の研究
者、技術者による授業を継続実践した。新た
に 2企業の参入を得ることができた。附属中
では、単元「化学変化とイオン」で、企業と
教師と大学の研究者が連携した実践プログ
ラムを開発し実践した。単元全体を通してキ
ャリア教育を意識した効果的な実践となっ
た。 
 
(2) 平成 25 年度 
① 本事業 2 年目を終え、実践協力校 2 校が
加わり 5 校になり、実践教員および本事業へ
の賛同教員を増やすことができた。また、昨
年度の実践成果を地域の研究協議会等で発
表するなどして、キャリア教育プラットフォ
ームとしての役割を一部果たすことができ
た。 
② 実践協力校において授業実践前後のアン
ケート調査の結果、学校での教科学習や理科
と日常生活の関わりに関する認識、科学や科
学技術系職業に対する生徒の意識の多様性
が明らかになったこと、また授業実践後の事
後アンケートによる生徒の学校学習やキャ

リア意識についての変容の分析から、今後の
プログラム開発や導入方法への示唆を得る
ことができた。 
③ 新規の実践協力校において、教師が企業
の研究所に出向き、そこで得た知識や感動を
活用するといった、新しい教育プログラムを
開発し授業実践できた。そこでは、生徒が普
段接することのない機会を得て、日常生活と
理科の授業が密接につながっていることを
実感することができた、との評価を得た。 
④ 大規模公立校で 4 年間継続してきた複数
企業によるキャリア教育を 25 年度も実践で
き、学校の年間カリキュラムとして位置づけ
た。研究実践校(附属中)でも、企業、教師、
大学の研究者が協同開発したプログラムを、
引き続き実践することができた。企業からも、
授業や実践方法について提案があるなど、相
互の協働体制がさらに整い、有効な関係を築
くことができている。 
⑤ 中央教育審議会答申による「キャリア教
育で身につけさせたい基礎的・汎用的能力
（2011 年 1 月）」の育成に関する評価法につ
いて協議し、評価基準（案）を作成し、その
ためのワークシートを作成した。これを、1
年生の単元「大地の変化」と 2年生「電流と
その利用」の単元で試行することができた。
生徒の自己評価では、多くの項目で 7割程度
の達成度が見られた。 
 
(3) 平成 26 年度 
① 本事業最終年度を迎え、さらに公立中学
校 1校から実践協力を得た。昨年度までの協
力校も引き続き、本事業の意義に則ってそれ
ぞれの学校の特色を活かしたキャリア教育
の実践に積極的に取り組んでもらった。 
 キャリア教育の重要性に対する中学校教
員の認識も高まり、学校の協力、企業との連
携もよりスムーズになった、大きな成果と捉
えている。 
② 新しいキャリア教育教材の開発と実践 
1）単元「化学変化とイオン」において DST
の開発実践 
昨年度、単元「科学技術と人間」において

教員が開発し実践したキャリア教育教材 DST
を参考に、今年度は単元「化学変化とイオン」
において新しい 7 枚の DST を開発し協力校 2
校で実践した。対象とした単元のうち、1．
電流が流れる水溶液、2．原子の構造・イオ
ンの構造、3．電池とイオン、4．電気分解と
イオンの小単元について取り上げた。作成し
た 7 枚の DST のテーマは、「めっき」「塩素」
「イオン」「水素水」「原子」「リチウム電池」
そして「燃料電子」である。新たな特徴とし
て、これまでの成果を基に学習の振り返りポ
イントを追加し、過去に学習した内容に関す
る理解の確認や知識の定着を図った。 
実践前後のアンケート調査の結果、理科と

自分の将来の可能性について「関わりがあ
る」と回答した生徒は、B中学校では 53.1％
から 62.5％へ、A 中学校では 67.9％から



62.5％へと変わった。特に A 中学校の生徒の
感想に「難しい」「分からなかった」と記述
した生徒が多いことから、その内容や難易度
に十分な注意を払う必要が明らかになった。
とは言え、高校入試を控えたこの時期ではあ
ったが、教師、中学生ともに好評を得た。 
2）単元「光・音の性質」において DST-V の
開発実践 
従来の DST は A4 用紙 1 枚の紙媒体を基本

としたが、音や映像を取り入れたビジュアル
番 DST-V を作成し実践した。 
1 年生単元「光・音の性質」を対象として、

企業や施設等の商品開発者や研究者が、単元
での学習内容について自身の専門と関わら
せて解説する様子や、職業を選択することに
なったきっかけ、仕事内容や職業に対する誇
りや夢といった意識についてのインタビュ
ーに応える様子をビデオ録画した。 
作成した内容と担当 
・光の性質（静岡地方気象台予報官） 
 「光」の学習について、敢えて直接関係の
無い「天気」の専門家である地方気象台に
勤務する予報官を講師として迎えた。虹や
朝焼け、夕焼けの仕組みといった気象現象
を光の性質から説明した。また、天気予報
の“コツ”について紹介し、次の学習への
つながりも意識させた。 

・光の直進とその利用（株式会社ビクセン） 
 天体望遠鏡と顕微鏡の使い方を、「光は直
進する」性質と関わらせて説明し、使用さ
れているレンズと光について解説した。 

・音の性質とその利用（カワイ楽器） 
 カワイ音響システムでは、音がなる仕組
み」を使ったピアノ、「音が遮断される仕
組み」を使った防音室の両方を開発、販売
している。音の性質を知ることによって、
様々な職業の拡がりがあることを実感す
ることができる。 

・音の性質（教員志望の大学 4年生） 
 今回の開発に教員志望の学生の参加を得
たこともあって、中学校の教員なるために
学んできたことなどをキャリア教育の要
素として加えた。「音・光の性質」の学習
に関しては、日常接することもある「ドッ
プラー効果」現象について、救急車や SL
機関車の汽笛などの映像を用いて説明し
た。 
上記のように、生徒の興味関心を刺激する

ことを狙い、意外性も加味して多様な企業や
職業を対象にし、中学生の集中力の持続性を
考慮しそれぞれ 5分から 8分に収めた。 
 授業での導入に関しては担当教諭の判断
に任せたが、生徒には新鮮であったのだろう、
非常に好意的に受け入れられた。また、「キ
ャリア教育の大切さは承知しているが、普段
の授業ではあまり意識することがなかった。
今回の実践での生徒の反応を見て、生徒のキ
ャリア発達を意識した授業を心がけたい」と
の教師の言葉は、大きな収穫であった。 
新規の協力校での事前調査では、75％以上

の生徒が「理科が好き」「理科は日常に関わ
る教科」と答えていたように、理科を苦手と
する生徒は比較的少ない環境のもとでの実
践であった。 
3) キャリア教育の課題 
この 3年間に取り組んだプログラムそれぞ

れにおいてもいくつかの課題が明らかにな
り、学校学年や学習内容に応じた実践の必要
性が再認識された。これら、理科学習へのキ
ャリア教育プログラムの実践で得られた課
題を、図 1にまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1．キャリア教育の課題 

 
図 1に示したように、教科書は、社会の様々

な要請を加味しつつ、多くの専門家の知恵が
結集して作成されている。教科書会社によっ
て違いがあるが、学習指導要領に応じてキャ
リア教育推進に対応した内容も多く記載さ
れている。教師はその教科書を授業の多くの
場面で活用しているが、通常の理科の授業で
は「科学的な見方や考え方の育成」「観察・
実験の結果を分析して解釈する能力の獲得」
への意識が強く、「理科で学習することと
様々な職業との関係性」や「地域との連携や
地域の特色を活かした授業」の展開が、理科
の幅を拡げる活動とあまり捉えてはいない。
彼ら教師も、キャリア教育の重要性に対する
認識は十分あるが、担任する生徒の進路相談
や指導に割かれる時間が大きく、社会とのつ
ながりなどは総合的な学習の時間をはじめ
とした理科以外での実践を期待している傾
向があるように感じる。教師や学校はもちろ
ん、教科書関連企業や行政それぞれの立場で
の考えや対応は十分評価される内容だが、教
科学習へのキャリア教育導入については、
各々もう 1歩踏み込んだコミットメントが必
要だと考える。 
 それぞれの立場に対して、実践するに当た
って期待する内容を挙げた。 
・行政は、現場の希求内容を精査し、より積

極的に情報収集を行い地域の必要に応じ
てそれを発信する． 

・関連企業は、様々な企業の CSR 活動状況を
含めた「副読本」を作成し、発行する． 

・教師は、まずは自らのキャリアおよびその
発達を意識し、生徒が教科学習の有用性を
実感できるように工夫した授業展開を心
掛ける． 



・学校は、教師の積極的な取り組みを奨励し、
支援する体制を整える． 

 等、それぞれに大きな負担が掛かることが
間違いない 4点を提案した。 
4）成果のまとめ 
 3 年間の事業年度終了を迎え、研究分担者
を始め、外部評価者、実践協力者や企業の研
究者、技術者、CSR 担当者の協力を得て、書
籍「キャリア教育を理科で－学習の有用性の
実感とキャリア発達－」を刊行することがで
きた。これを静岡県内の全ての中学校に無償
で配布し、キャリア教育の浸透と研究成果公
開による還元を図った。 
 
将来の自立を促すことを目指したキャリ

ア教育の取り組みは、社会構造の変化、雇用
形態に対する不安そして若者意識の 2極化の
拡大といった今日の日本が抱える社会問題
の解消に大きな効果が期待できるものと考
える。本実践のような取り組みを通して、生
徒が教科の学習と日常社会とのつながりを
実感し、自主的な学習への取り組みや積極的
なコミュニケーション活動の実践を担保す
るには、何より教師自身が自らのキャリア意
識を再認識し、一歩あるいは二歩踏み出す必
要があるのではないだろうか。さらに科学技
術創造立国としての日本の将来を考えると、
まさに科学や科学技術系の教科を担当され
る先生方こそが、子どもと社会との橋渡しの
役を担うことができるのでは、と思う。 
 本事業は、教科学習におけるキャリア教育
に焦点を当てたが、これは将来の市民を育て
るための序章に過ぎない。職業観や就労観の
育成等によって社会参加のための意識の醸
成が図られた次は、社会の意思決定や運営の
過程に積極的に関わろうとする姿勢を育む
とともにそのスキルの獲得を目指す必要が
あるのではないかと考えている。 
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